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つを占めている。そのなかで，Ohtake (1991)が 86年調査，高山・有田(1996)が 89年調































































　　年金所得 0 負 負 負 負（84年） 負
　　年金以外の所得 負 負
　　資産所得 0 負（84年）









　　年齢 正 正 0 正 正 正 正
　　単身で男性 正
　　単身で女性 正
　　女性 負 負 正4)
　　有配偶 負 0 負 負
　　都市規模 正 正 正
　　要介護 正 正 正5)
　　健康 負
　　農業 正 正









































































* eaaa +++= xyyy kp      (2) 
 )0(1 * >= yy   同居 


















* )( eababaa ++++= xxyy p     (4) 
                                                                                                                                               
渉に関する精緻なモデルを構築しても，データによる検証が不可能である。 
4 親にとって好ましい行動を子にとらせるために遺産を報賞として用いるという，戦略的
遺産動機仮説を提唱した Bernheim，Shleifer and Summers (1985)によって，このよう
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ba p +-=        (6c) 
 13222 xxb aba +=       (6d) 
 
であり，φ，Φはそれぞれ標準正規分布の密度関数，分布関数である。 




別居している親の所得よりも低いのは， 0121 <+ baa が満たされることが必要十分であ




                                                                                                                                               
な関係の実証分析がなされた。 























kk       (8) 
 
と書き表すことができ，(2)，(7)，(8)式で示されるモデルは，Amemiya (1985)の分類に
















 - 10 - 
3.4 データ 
























 夫婦については 1 組で 1 つのサンプルとしてとりあつかい，変数は夫婦の平均値を用
いることにした。また，親子間の所得の関係を推定する必要があるために，同居世帯に
おいて親または子の所得がまったくないサンプルは除外した。また，以下の推定はすべ
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平均値 標準偏差 最小値 最大値
全サンプル（標本数　10,053)
親世代の年齢 70.030 8.153 44.5 98.0
親世代の年齢自乗 4970.7 1181.2 1980.3 9604.0
親世代の所得 211.5 283.8 0.5 8463
親世代の対数所得 4.953 0.876 -0.693 9.043
親世代の対数所得(年金受給なし) 0.397 1.445 0 8.331
親世代の対数所得(年金受給あり) 4.555 1.516 -0.693 9.043
子世代の所得 369.6 273.9 1 5250
子世代の対数所得 5.736 0.621 0 8.566
住居の面積(100㎡） 0.644 0.310 0.074 2.393
夫婦（標本数　6,060）
親世代の年齢 67.014 6.603 44.5 93.5
親世代の年齢自乗 4534.5 914.7 1980.3 8742.3
親世代の所得 239.6 279.9 0.5 4417.0
親世代の対数所得 5.127 0.823 -0.693 8.393
親世代の対数所得(年金受給なし) 0.519 1.645 0 8.276
親世代の対数所得(年金受給あり) 4.608 1.659 -0.693 8.393
子世代の所得 349.1 232.9 2 3631
子世代の対数所得 5.697 0.595 0 8.197
住居の面積(100㎡) 0.659 0.301 0.086 2.393
単身（標本数　3,993）
親世代の年齢 74.628 8.146 60 98
親世代の年齢自乗 5635.7 1230.8 3600 9604
親世代の所得 168.6 284.4 1 8463
親世代の対数所得 4.687 0.888 0 9.043
親世代の対数所得(年金受給なし) 0.212 1.044 0 8.331
親世代の対数所得(年金受給あり) 4.475 1.264 0 9.043
子世代の所得 390.0 308.1 1 5250
子世代の対数所得 5.775 0.644 0 8.566
住居の面積(100㎡) 0.621 0.322 0.074 2.252
(質的変数の平均値)
全サンプル 夫婦 単身
持ち家 0.888 0.912 0.852
親世代の介護の要否（要＝１） 0.036 0.023 0.057
農家世帯 0.304 0.306 0.301
年金受給の有無（有＝１） 0.928 0.907 0.959
就業の有無（有＝１） 0.370 0.498 0.176
親世代の配偶者の有無（有＝１） 0.604 1 0
都市規模ダミー
　大都市 0.148 0.148 0.148
　人口１５万人以上の市 0.254 0.264 0.239
　人口１５万人未満の市 0.288 0.287 0.288
父親の勤め・自営・年金受給の別
　自営業主(雇人あり) 0.045 0.060 0.021
　自営業主(雇人なし） 0.118 0.165 0.047
　家族従業者 0.016 0.016 0.016
　企業・団体等の役員 0.040 0.058 0.014
　一般常雇者・企業規模１～４人 0.011 0.014 0.006
　一般常雇者・企業規模５～２９人 0.035 0.047 0.018
　一般常雇者・企業規模３０～９９人 0.026 0.035 0.012
　一般常雇者・企業規模１００～４９９人 0.019 0.027 0.008
　一般常雇者・企業規模５００～９９９人 0.005 0.007 0.002
　一般常雇者・企業規模１０００人以上 0.009 0.013 0.002
　一般常雇者・官公庁 0.006 0.008 0.001
　１月以上１年未満の契約の雇用者 0.016 0.020 0.008
　日々又は１月未満の契約の雇用者 0.007 0.008 0.005
　家庭内職者 0.002 0.001 0.004
　その他 0.015 0.018 0.011
　仕事なし，年金受給なし 0.012 0.010 0.015
　仕事なし，基礎年金受給 0.024 0.017 0.033
　仕事なし，国民年金受給 0.123 0.054 0.228
　仕事なし，福祉年金受給 0.022 0.005 0.049
　仕事なし，厚生年金受給 0.154 0.150 0.160
　仕事なし，共済年金受給 0.055 0.058 0.052
　仕事なし，恩給受給 0.015 0.008 0.025
　仕事なし，その他の年金受給 0.014 0.004 0.028
　仕事なし，２制度以上併給 0.211 0.195 0.234
1986年
(量的変数)
平均値 標準偏差 最小値 最大値
全サンプル（標本数　9,755）
親世代の年齢 69.629 8.034 47.5 98.0
親世代の年齢自乗 4912.7 1156.8 2256.3 9604.0
親世代の所得 142.4 200.9 3 5460
親世代の対数所得 4.542 0.875 1.099 8.605
親世代の対数所得(年金受給なし) 0.423 1.428 0 7.955
親世代の対数所得(年金受給あり) 4.120 1.487 0 8.605
子世代の所得 243.0 169.9 3 5143
子世代の対数所得 5.314 0.628 1.099 8.545
住居の面積(100㎡) 0.603 0.305 0.050 4.884
夫婦（標本数　5,428）
親世代の年齢 66.417 6.542 47.5 91.5
親世代の年齢自乗 4454.1 898.8 2256.3 8372.3
親世代の所得 163.3 215.0 3 5460
親世代の対数所得 4.726 0.833 1.099 8.605
親世代の対数所得（年金受給なし) 0.537 1.606 0 7.955
親世代の対数所得（年金受給あり) 4.189 1.616 0 8.605
子世代の所得 229.2 140.4 3 2093
子世代の対数所得 5.272 0.608 1.099 7.646
住居の面積(100㎡) 0.612 0.295 0.074 3.960
単身（標本数　4,327）
親世代の年齢 73.698 7.904 60 98
親世代の年齢自乗 5493.9 1185.8 3600 9604
親世代の所得 115.8 178.1 3 4506
親世代の対数所得 4.310 0.872 1.099 8.413
親世代の対数所得（年金受給なし) 0.278 1.148 0 7.606
親世代の対数所得（年金受給あり) 4.032 1.299 0 8.413
子世代の所得 253.7 189.0 3 5143
子世代の対数所得 5.346 0.641 1 8.545
住居の面積(100㎡) 0.593 0.317 0.050 4.884
(質的変数の平均値)
全サンプル 夫婦 単身
持ち家 0.880 0.894 0.863
親世代の介護の要否（要＝１） 0.024 0.016 0.034
農家世帯 0.337 0.332 0.344
年金受給の有無（有＝１） 0.916 0.896 0.942
就業の有無（有＝１） 0.352 0.493 0.173
親世代の配偶者の有無（有＝１） 0.559 1 0
都市規模ダミー
　大都市 0.167 0.181 0.150
　人口１５万人以上の市 0.259 0.266 0.250
　人口１５万人未満の市 0.269 0.272 0.266
父親の勤め・自営・年金受給の別
　自営業主(雇人あり) 0.040 0.060 0.015
　自営業主(雇人なし） 0.137 0.196 0.063
　家族従業者 0.021 0.019 0.023
　企業・団体等の役員 0.029 0.044 0.010
　一般常雇者・企業規模１～４人 0.010 0.014 0.006
　一般常雇者・企業規模５～２９人 0.030 0.044 0.013
　一般常雇者・企業規模３０～９９人 0.025 0.035 0.011
　一般常雇者・企業規模１００～４９９人 0.013 0.020 0.005
　一般常雇者・企業規模５００～９９９人 0.005 0.007 0.002
　一般常雇者・企業規模１０００人以上，官公庁 0.013 0.021 0.004
　１月以上１年未満の契約の雇用者 0.008 0.011 0.004
　日々又は１月未満の契約の雇用者 0.007 0.008 0.005
　家庭内職者 0.003 0.002 0.005
　その他 0.010 0.011 0.008
　仕事なし，年金受給なし 0.023 0.017 0.032
　仕事なし，基礎年金受給 0.004 0.002 0.006
　仕事なし，国民年金受給 0.169 0.100 0.257
　仕事なし，福祉年金受給 0.101 0.045 0.172
　仕事なし，厚生年金受給 0.154 0.177 0.125
　仕事なし，船員保険受給 0.003 0.004 0.001
　仕事なし，共済年金受給 0.058 0.070 0.044
　仕事なし，恩給受給 0.023 0.013 0.035
　仕事なし，その他の年金受給 0.005 0.002 0.009




平均値 同居 別居 同居 別居 同居 別居
(標本数) (5,788)(4,265) (3,197)(2,863) (2,591)(1,402)
親世代の所得 193.65 227.11 228.47 243.93 150.69 192.78
子世代の所得 368.60 ‐ 348.53 ‐ 388.66 ‐
親世代の年齢 70.77 69.12 66.81 67.30 75.64 72.82
子世代の年齢 43.70 ‐ 41.14 ‐ 46.26 ‐
持ち家 0.93 0.84 0.94 0.89 0.92 0.73
住居の面積(100㎡) 0.74 0.53 0.74 0.57 0.73 0.44
親世代の介護の要否（要＝１） 0.05 0.02 0.02 0.02 0.08 0.02
農家世帯 0.39 0.21 0.38 0.24 0.40 0.15
年金受給の有無（有＝１） 0.93 0.93 0.89 0.93 0.97 0.94
就業の有無（有＝１） 0.36 0.38 0.53 0.46 0.15 0.22
都市規模：大都市 0.11 0.16 0.12 0.16 0.11 0.18
都市規模：人口15万人以上の市 0.24 0.27 0.25 0.28 0.23 0.26
都市規模：人口15万人未満の市 0.30 0.28 0.30 0.28 0.30 0.27
都市規模：郡部 0.35 0.29 0.33 0.29 0.36 0.29
親世代の配偶者の有無（有＝１） 0.55 0.67 1 1 0 0
1986年
全サンプル 夫婦 単身
平均値 同居 別居 同居 別居 同居 別居
(標本数) (6,344)(3,411) (3,136)(2,292) (3,208)(1,119)
親世代の所得 125.96 163.33 147.59 176.50 104.81 136.37
子世代の所得 241.04 ‐ 228.30 ‐ 251.00 ‐
親世代の年齢 70.52 68.01 66.39 66.40 74.55 71.31
子世代の年齢 41.90 ‐ 38.62 ‐ 44.46 ‐
持ち家 0.93 0.80 0.94 0.84 0.92 0.71
住居の面積(100㎡) 0.69 0.47 0.70 0.51 0.68 0.38
親世代の介護の要否（要＝１） 0.03 0.01 0.02 0.01 0.04 0.02
農家世帯 0.44 0.19 0.45 0.21 0.43 0.15
年金受給の有無（有＝１） 0.92 0.92 0.89 0.91 0.94 0.94
就業の有無（有＝１） 0.33 0.39 0.50 0.47 0.15 0.23
都市規模：大都市 0.12 0.18 0.13 0.19 0.11 0.18
都市規模：人口15万人以上の市 0.25 0.29 0.26 0.29 0.24 0.29
都市規模：人口15万人未満の市 0.28 0.27 0.28 0.27 0.27 0.28
都市規模：郡部 0.35 0.25 0.33 0.25 0.38 0.26
親世代の配偶者の有無（有＝１） 0.49 0.67 1 1 0 0
表４　子世代の所得の推定結果
1995年 1986年
全サンプル 夫婦 単身 全サンプル 夫婦 単身
父親の勤め・自営・年金受給の別
自営業主(雇人なし） 0.174 0.119 0.401 -0.057 -0.047 -0.132
(0.066)** (0.077) (0.137)** (0.065) (0.074) (0.134)
家族従業者 -0.166 -0.069 -0.197 -0.253 -0.349 -0.247
(0.111) (0.130) (0.201) (0.085)** (0.108)** (0.146)
企業・団体等の役員 0.311 0.214 0.544 0.223 0.228 0.179
(0.084)** (0.094)* (0.168)** (0.103)* (0.129) (0.167)
一般常雇者・企業規模1～4人 0.059 -0.075 0.329 0.191 0.261 -0.075
(0.199) (0.255) (0.262) (0.126) (0.147) (0.218)
一般常雇者・企業規模5～29人 0.182 0.136 0.267 0.063 0.180 -0.253
(0.085)* (0.091) (0.218) (0.076) (0.085)* (0.164)
一般常雇者・企業規模30～99人 0.301 0.408 0.099 -0.030 0.083 -0.351
(0.084)** (0.105)** (0.142) (0.091) (0.103) (0.180)
一般常雇者・企業規模100～499人 -0.193 -0.238 -0.017 0.046 0.062 -0.130
(0.266) (0.289) (0.199) (0.110) (0.119) (0.243)
一般常雇者・企業規模500～999人 0.126 0.152 -0.021 0.233 0.357 -0.031





一般常雇者：企業規模1000人以上，官公庁 0.004 0.037 0.108
(0.106) (0.119) (0.197)
１月以上１年未満の契約の雇用者 0.293 0.294 0.273 0.076 0.114 -0.142
(0.075)** (0.088)** (0.156) (0.124) (0.142) (0.143)
日々又は１月未満の契約の雇用者 0.005 0.112 -0.150 0.104 -0.038 0.116
(0.174) (0.166) (0.385) (0.112) (0.147) (0.172)
家庭内職者 0.098 0.065 0.218 0.067 -0.003 -0.009
(0.190) (0.203) (0.345) (0.117) (0.395) (0.167)
その他の仕事 0.190 0.098 0.572 0.074 -0.184 0.336
(0.112) (0.128) (0.193)** (0.159) (0.208) (0.193)
仕事なし，年金受給なし 0.530 0.477 0.254 0.108 0.091 0.043
(0.150)** (0.155)** (0.274) (0.090) (0.119) (0.161)
仕事なし，基礎年金受給 0.397 0.329 0.478 -0.087 -0.344 -0.152
(0.087)** (0.142)* (0.138)** (0.142) (0.131)** (0.168)
仕事なし，国民年金受給 0.124 0.064 0.294 -0.011 -0.090 -0.030
(0.074) (0.093) (0.135)* (0.066) (0.084) (0.124)
仕事なし，福祉年金受給 0.419 0.127 0.599 -0.121 -0.162 -0.151
(0.117)** (0.167) (0.172)** (0.073) (0.100) (0.129)
仕事なし，厚生年金受給 0.283 0.230 0.406 0.182 0.170 0.119
(0.066)** (0.079)** (0.123)** (0.063)** (0.076)* (0.122)
仕事なし，船員保険受給 0.271 0.202 0.628
(0.188) (0.225) (0.125)**
仕事なし，共済年金受給 0.349 0.319 0.416 0.261 0.253 0.212
(0.073)** (0.094)** (0.128)** (0.070) (0.085)** (0.131)
仕事なし，恩給受給 0.205 -0.066 0.419 0.048 -0.033 0.014
(0.096)* (0.173) (0.140)** (0.093) (0.125) (0.150)
仕事なし，その他の年金受給 0.290 0.377 0.359 0.273 0.248 0.239
(0.090)** (0.131)** (0.141)* (0.130)* (0.294) (0.170)
仕事なし，２制度以上併給 0.253 0.182 0.398 0.100 0.119 0.031
(0.064)** (0.077)* (0.122)** (0.065) (0.084) (0.122)
都市規模：大都市 0.113 0.049 0.146 0.261 0.089 0.358
(0.057)* (0.063) (0.086)** (0.038)** (0.056) (0.049)**
都市規模：人口15万人以上の市 0.073 -0.069 0.202 0.212 0.113 0.271
(0.031)* (0.046) (0.041)* (0.026)** (0.040)** (0.035)**
都市規模：人口15万人未満の市 0.060 -0.008 0.132 0.132 0.079 0.160
(0.026)* (0.035) (0.038)* (0.024)** (0.035)* (0.034)**
親世代の年齢 0.197 0.137 0.112 0.160 0.176 0.066
(0.030)** (0.048)** (0.045) (0.026)** (0.049)** (0.034)
親世代の年齢自乗 -0.001 -0.001 -0.001 -0.001 -0.001 -0.000 
(0.000)** (0.000)* (0.000)* (0.000)** (0.000)** (0.000)*
親世代の対数所得(年金受給あり) 0.130 0.108 0.210 0.115 0.122 0.116
(0.023)** (0.030)** (0.043)** (0.019)** (0.028)** (0.030)**
親世代の対数所得(年金受給なし) 0.152 0.140 0.169 0.106 0.105 0.113
(0.019)** (0.026)** (0.027)** (0.016)** (0.024)** (0.021)**
逆Mills比 -0.423 -0.313 -0.547 -0.333 -0.316 -0.401
(0.053)** (0.074)** (0.077)** (0.047)** (0.070)** (0.063)**
定数項 -2.445 -0.415 0.668 -1.077 -1.873 2.569
(1.081)* (1.682) (1.643) (0.929) (1.690) (1.245)*
標本数 2,821 1,410 1,411 3,867 1,698 2,169
回帰の標準誤差 0.454 0.442 0.479 0.489 0.497 0.497
ρ（誤差項の相関係数） -0.932 -0.709 -1.141 -0.681 -0.637 -0.497
決定係数 0.099 0.102 0.133 0.096 0.099 0.117
注）   被説明変数は子世代の対数所得。
        **は1％，*は5％水準で有意。
        括弧内の数値は係数の標準誤差。
        サンプルは親子同居世帯に限定。
        逆Mills比は同居関数の誘導型から計算。
表５  同居行動の推定結果  (Probit推定)
1995年 1986年
全サンプル 夫婦 単身 全サンプル 夫婦 単身
持ち家の有無 0.029 -0.004 0.040 0.077 0.089 0.045
(0.019) (0.026) (0.026) (0.018)** (0.026)** (0.022)*
住居の面積(100㎡) 0.693 0.591 0.702 0.664 0.618 0.622
(0.032)** (0.034)** (0.056)** (0.034)** (0.041)** (0.047)**
親世代の介護の要否 0.148 0.095 0.138 0.080 0.139 0.055
(0.036)** (0.063) (0.033)** (0.045) (0.083) (0.038)
農家世帯 0.074 0.070 0.074 0.114 0.149 0.071
(0.013)** (0.017)** (0.021)** (0.012)** (0.018)** (0.016)**
父親が自営業 -0.027 0.016 0.003 -0.045 0.001 -0.014
(0.017) (0.018) (0.033) (0.018)** (0.020) (0.025)
都市規模：大都市 0.107 0.074 0.085 0.130 0.142 0.046
(0.019)** (0.024)** (0.029)** (0.022)** (0.025)** (0.031)
都市規模：人口１５万人以上の市 0.074 0.043 0.043 0.088 0.094 0.019
(0.016)** (0.019)* (0.028) (0.020)** (0.023)** (0.027)
都市規模：人口１５万人未満の市 0.057 0.044 0.027 0.057 0.079 -0.005
(0.014)** (0.018)* (0.024) (0.016)** (0.021)** (0.021)
親世代の年齢 -0.090 -0.129 -0.039 -0.067 -0.110 -0.041
(0.013)** (0.019)** (0.018)* (0.014)** (0.022)** (0.016)**
親世代の年齢自乗 0.001 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000
(0.000)** (0.000)** (0.000)* (0.000)** (0.000)** (0.000)**
親世代の対数所得(年金受給あり） -0.082 -0.065 -0.111 -0.090 -0.100 -0.077
(0.009)** (0.012)** (0.015)** (0.009)** (0.013)** (0.011)**
親世代の対数所得(年金受給なし） -0.099 -0.076 -0.125 -0.115 -0.121 -0.097
(0.009)** (0.012)** (0.012)** (0.008)** (0.012)** (0.010)**
子世代の対数所得 -0.142 -0.133 0.114 -0.171 -0.166 0.055
(0.054)** (0.064)* (0.067) (0.062)** (0.072)* (0.065)
標本数 10,053 6,060 3,993 9,755 5,428 4,327
対数尤度 -5959.73 -3816.89 -2024.56 -5246.83 -3214.60 -1886.10
疑似R2 0.131 0.089 0.219 0.171 0.131 0.242
注）　被説明変数は同居＝1，別居＝0。
       **は1％，*は5％水準で有意。
      数値は限界効果，括弧内の数値は限界効果の標準誤差。
      子世代の対数所得は表６の推定式による予測値を全サンプルで計算。
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る。米国では，Borsch-Supan et. al. (1992)，Kotlikoff and Morris (1990)のように，別
居している親子を把握した調査に基づいた実証研究がなされている。わが国における親
子同居世帯の形成は学問的にも政策的にも大変重要な問題であり，この問題に焦点をあ
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わせた調査が今後おこなわれることを期待したい。 
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平均 標準偏差 最小値 最大値
（量的変数）
父親の年齢 57.500 7.657 31 98
父親の年齢自乗 3364.9 931.9 961 9604
父親の雇用者所得 523.3 371.4 1 3777
父親の対数雇用者所得 5.989 0.837 0 8.237
息子の年齢 27.972 7.270 16 63
息子の年齢自乗 835.2 477.8 256 3969
息子の雇用者所得 324.2 181.8 3 2500
息子の対数雇用者所得 5.620 0.640 1.099 7.824
(質的変数）
都市規模ダミー
  大都市 0.119
  人口１５万人以上の市 0.258
  人口１５万人未満の都市 0.333
父親の勤め・自営の別ダミー
  会社・団体等の役員 0.102
  一般常雇者・企業規模１～４人 0.029
  一般常雇者・企業規模５～２９人 0.145
  一般常雇者・企業規模３０～９９人 0.125
  一般常雇者・企業規模１００～４９９人 0.112
  一般常雇者・企業規模５００～９９９人 0.035
  一般常雇者・企業規模１０００人以上 0.112
  一般常雇者・官公庁 0.060
息子の勤め・自営の別ダミー
  会社・団体等の役員 0.039
  一般常雇者・企業規模１～４人 0.027
  一般常雇者・企業規模５～２９人 0.177
  一般常雇者・企業規模３０～９９人 0.155
  一般常雇者・企業規模１００～４９９人 0.177
  一般常雇者・企業規模５００～９９９人 0.061
  一般常雇者・企業規模１０００人以上 0.132
  一般常雇者・官公庁 0.067
1986年
平均 標準偏差 最小値 最大値
（量的変数）
父親の年齢 57.242 7.172 33 98
父親の年齢自乗 3328.1 869.8 1089 9604
父親の雇用者所得 365.6 276.5 1 3138
父親の対数雇用者所得 5.619 0.845 0 8.051
息子の年齢 27.843 6.571 16 60
息子の年齢自乗 818.4 415.5 256 3600
息子の雇用者所得 250.4 147.5 1 2354
息子の対数雇用者所得 5.373 0.587 0 7.764
(質的変数）
都市規模ダミー
  大都市 0.171
  人口１５万人以上の市 0.284
  人口１５万人未満の都市 0.269
父親の勤め・自営の別ダミー
  会社・団体等の役員 0.067
  一般常雇者・企業規模１～４人 0.029
  一般常雇者・企業規模５～２９人 0.161
  一般常雇者・企業規模３０～９９人 0.138
  一般常雇者・企業規模１００～４９９人 0.097
  一般常雇者・企業規模５００～９９９人 0.040
  一般常雇者・企業規模１０００人以上，官公庁0.126
息子の勤め・自営の別ダミー
  会社・団体等の役員 0.022
  一般常雇者・企業規模１～４人 0.032
  一般常雇者・企業規模５～２９人 0.175
  一般常雇者・企業規模３０～９９人 0.178
  一般常雇者・企業規模１００～４９９人 0.190




1995年 1986年 1995年 1986年
都市規模：大都市 -0.025 0.005 0.062 0.097
(0.048) (0.038) (0.042) (0.034)**
都市規模：人口15万人以上の市 -0.011 0.026 0.020 0.057
(0.035) (0.030) (0.031) (0.027)*
都市規模：人口15万人未満の市 -0.004 0.037 0.038 0.061
(0.032) (0.028) (0.029) (0.026)*
父親（息子）の勤め・自営の別
　会社・団体等の役員 0.025 0.093 0.373 0.528
(0.053) (0.052) (0.089)** (0.086)**
　一般常雇者：企業規模1～4人 0.009 -0.034 0.155 0.186
(0.065) (0.072) (0.080) (0.064)**
　一般常雇者：企業規模5～29人 -0.040 -0.025 0.225 0.195
(0.043) (0.034) (0.057)** (0.046)**
　一般常雇者：企業規模30～99人 0.024 -0.021 0.356 0.319
(0.043) (0.036) (0.052)** (0.043)**
　一般常雇者：企業規模100～499人 0.015 0.005 0.452 0.381
(0.051) (0.039) (0.050)** (0.043)**
　一般常雇者：企業規模500～1000人 0.166 0.060 0.468 0.427







父親（息子）の年齢 0.091 0.090 0.119 0.115
(0.021)** (0.020)** (0.014)** (0.013)**
父親（息子）の年齢自乗 0.000 0.000 -0.001 -0.001
(0.000)** (0.000)** (0.000)** (0.000)**
父親の対数雇用者所得 0.049 0.134 0.086 0.127
(0.019)** (0.019)** (0.016)** (0.015)**
定数項 1.695 0.996 2.375 2.009
(0.666)* (0.615) (0.242)** (0.218)**
標本数 2,109 2,307 2,109 2,307
回帰の標準誤差 0.592 0.200 0.529 0.469
決定係数 0.151 0.526 0.322 0.365
注)  被説明変数は息子の対数雇用者所得。
       **は1％，*は5％水準で有意。
       括弧内の数値は係数の標準誤差。
       サンプルは親子同居世帯に限定。
       1986年は, 企業規模1000人以上と官公庁がまとめて調査されている。
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